
　

「
『
多
古
郡
碑
』
の
読
解
」
な
る
論

文
を
書
い
た
折
り
日
本
書
紀
に
羊

の
漢
字
が
「
相
羊
」「
山
羊
」「
後
方

羊
蹄
」「
羊
二
頭
」
の
四
通
り
で
表

記
さ
れ
て
い
る
と
記
し
た
が
、
そ

の
内
の「
後
方
羊
蹄
」
は
意
味
不
明
。

(

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
古
典
文
学
大
系
本
日
本
書

　
　
　
　
　
　
　
　

)

　
　
　
　
　

紀
の
頭
註
に
よ
る
。

と
記
し
た
。

　

こ
こ
は
「
給
羊
」
と
解
す
べ
き
所

で
「
後
方
羊
蹄
」
の
表
記
は
論
文
の

主
旨
と
は
無
関
係
な
表
記
で
あ
り

た
だ
日
本
書
紀
に
そ
の
表
記
が
見

え
る
と
記
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

先
の
論
文
の
抜
刷
り
を
大
阪
市

福
島
区
玉
川
に
在
住
の
白
江
恒
夫

先
生
に
送
っ
た
所
、
参
考
に
す
べ

き
論
の
返
事
を
頂
い
た
。「
先
生
の

訓
読
文
を
少
し
直
し
て
次
の
よ
う

に
訓
ん
で
」
と
あ
り
次
の
よ
う
な

訓
読
文
を
書
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、

　

上
野
の
国
の
片
岡
郡
、
緑
の
郡
、

　

甘
良
郡
三
郡
を
并
は
せ
、
内
三

　

百
戸
に
て
郡
を
成
せ
。
羊
を
給

　

し
て
多
胡
郡
と
成
す
。
和
銅
四

　

年
三
月
九
日
甲
寅

　

私
の
訓
読
文
は
、

　

上
野
の
国
の
片
岡
郡
、
緑
野
郡
、

　

甘
良
郡
并
は
せ
三
郡
の
内
の
三

　

百
戸
に
て
郡
を
成
せ
。
羊
を
給

　

す
。
多
胡
郡
と
成
せ
。
和
銅
四
年

　

三
月
九
日
甲
寅

と
し
て
い
た
。
原
文
は
漢
字
の
み

で
あ
る
が
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　

上
野
国
片
岡
郡
緑
野
郡
甘
良
郡

　

并
三
郡
内
三
百
戸
郡
成
給
羊
成

　

成
多
胡
郡
和
銅
四
年
三
月
九
日

　

甲
寅

　

二
本
の
論
文
の
文
意
の
主
旨
に

は
相
違
は
な
い
が
ニ
ュ
ア
ン
ス
は

微
妙
に
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

岩
波
書
店
の
「
広
辞
苑
」
に
は
前

号
で
も
述
べ
た
が
、

　
　
　
　

[

　
　

]

　
　
　

(

　

　
　

た
こ

多
胡

上
野
国

群

　
　
　
　

)

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

馬
県

の
古
郡
名
。
和
銅
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

　

　
　

年
三
月　

井
岡
・
緑
野

み

　
　
　
　

)

　
　
　

　
　

と
の

・
甘
良(

　
　
　

)

　

か
ん
ら

の

　
　

三
郡
中
三
百
戸
を
割
い
て
本

　
　

郡
を
置
い
た
。
そ
の
際
に
建

　
　
　
　
　
　
　
　

(

　
　
　
　

　
　

て
た
多
胡
郡
碑

現
在
、
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

)

　
　

　
　

野
郡
吉
井
町
大
字
池

が
現

　
　

存
。

と
あ
る
。
訓
読
で
は
な
い
が
、
要
を

得
た
解
説
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
論
文
と
は
直
接
関
係
な
い
が

「
羊
蹄
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
解

説
を
し
て
下
さ
っ
た
。

　

「
日
本
古
典
文
学
大
系
の　
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(

　
　
　
　
　

２
行
「
後
方
羊
蹄
」

斉
明
紀
五
年

　

　

　

　

し

り

へ

し

　
　

)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月

と
ル
ビ
を
振
っ
て
い
ま
す

が
「
羊
蹄
」
で
シ
と
訓
ん
だ
の
だ
か

ら
「
後
方
」
で
「
し
り
へ
」
、「
羊
蹄
」

で
「
し
」
と
ル
ビ
を
す
る
べ
き
」
と

さ
れ
た
。

　

「
昭
和　

年
、
万
葉
集(

　
　

)

巻　

49

16

　

の
千
田
憲
先
生
の
講
義
で
『
校

　

本
万
葉
集
』
で
「
羊
の
足
の
蹄

　

(

　

)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

指

が
四
つ
だ
か
ら
羊
蹄
と

　

書
い
て
「
シ
」
と
訓
ん
だ
の
で
は

　

な
い
か
、
と
千
田
先
生
は
言
わ

　

れ
た
。

　
　

『
和
漢
三
才
図
会
』
に
「
羊
乳
」

　

を
番
語
に
ケ
イ
ジ
と
言
い
、「
蜘

　

蛛
の
咬
み
た
る
毒
を
解
す
」
と

　

あ
り
ま
す
の
で
、
毛
、
肉
以
外
に

　
　
　

(

　
　

　

薬
用

解
毒)

も
あ
っ
た
の
か

　

も
知
れ
ま
せ
ん
。

と
の
白
江
先
生
か
ら
の
通
知
文
で

あ
っ
た
。「
多
古
碑
」
の
論
文
と
は

全
く
関
係
の
な
い
内
容
で
あ
っ
た

が
、「
羊
」
の
指
が
四
本
と
い
う
自

分
と
し
て
は
考
え
て
い
な
か
っ
た

事
を
知
ら
せ
て
下
さ
れ
大
変
良
い

知
識
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
有

難
く
感
謝
の
念
を
述
べ
て
お
き
た

い
。

　

碑
文
中
に「
羊
」の
文
字
が
見
え
、

こ
の
文
字
の
処
理
に
多
く
の
方
々

が
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
衍
字
説
、

誤
字
説
な
ど
あ
る
が
推
定
ば
か
り

で
確
定
と
考
え
ら
れ
る
説
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
た
。「
給
羊
」
の
文

形
に
し
た
説
が
一
番
妥
当
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。「
羊
」
つ
い
て
、

　

大
漢
和
辞
典
に
は
、

　

[

　
　

]

　

羊
酒　

　
シ
ュ　

羊
の
肉
と
酒
。

ヤ

ウ

　

古
、
賞
賜
贈
遺
に
用
ひ
た
物
品
。

　
[

　
　
　
　

]
　

洋
酒
礼
物　

　
レ
イ

ヤ

ウ

　
　
　
　

ブ
ツ　

羊

シ

　

肉
と
酒
の
贈
物
。
祝
儀
の
品
。

　

と
あ
る
、
補
助
す
れ
ば
「
羊
酒
」

の
項
の
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　

(

　
　

)

　
　

　
　
　
　

「
及
生
男

中
略

里
中

　
　
　
　

持
羊
酒
賀
両
家
」
と
あ

　
　
　
　

り
祝
い
品
で
あ
る
。

と
あ
る
。

　

「
多
胡
郡
碑
」
の
中
に
「
羊
」
の
文

字
が
見
え
る
が
、「
大
漢
和
辞
典
」

に
見
ら
れ
る
通
り
の
「
羊
肉
」
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
中

国
の
例
で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

「
羊
」
に
つ
い
て
は
生
肉
で
あ
る
確

た
る
証
拠
が
得
ら
れ
た
と
は
言
い

難
い
気
が
す
る
。

　

白
江
先
生
は
憶
測
す
る
に
神
職

に
あ
ら
れ
る
方
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
新
し
く
郡
が

出
来
た
折
り
に
は
記
念
式
典
が
な

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な

文
面
を
頂
い
た
こ
と
か
ら
の
勝
手

な
推
定
で
あ
る
が
、
そ
う
で
な
く

て
も
式
典
は
有
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
折
の
祝
儀
の
供
物
の
「
羊
」
は

「
羊
肉
」
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

推
古
紀
７
年
９
月
に
百
済
国
か

ら
そ
の
年
の
４
月
に
あ
っ
た
地
震

に
よ
る
建
立
崩
壊
再
建
祝
い
に
羊

二
頭
他
が
贈
ら
れ
た
こ
と
か
ら
の

判
断
か
ら
す
る
と
生
き
た
「
羊
」
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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